
4

鶴
岡
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
委

員
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
２
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
４
月
１
日
時
点
で

18
歳
以
上
で
あ
る　

②
市
内
に
住
民
登
録
が

あ
る　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る　

■
任
期　

令
和
10
年
７
月
31
日
ま
で　

■申
８
月
12
日
○水
ま
で
申
込
書
を
図
書
館
本
館

☎
25
‐
２
５
２
５
へ
（
郵
送
は
当
日
必
着
）　

■他
市
HP

成
人
の
風
し
ん
抗
体
価
検
査
・

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」
を
予
防
す
る
た
め
行
い
ま
す
。

■
助
成
期
間　

来
年
３
月
31
日
接
種
分
ま
で　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
①
〜
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
妊
娠
を
希

望
し
て
い
る
令
和
８
年
４
月
１
日
時
点
で
31

歳
〜
50
歳
の
女
性　

②
抗
体
価
が
不
十
分
と

判
定
さ
れ
た
①
の
夫
及
び
同
居
家
族　

③
妊

婦
（
抗
体
価
が
不
十
分
ま
た
は
妊
婦
健
診
で

の
風
し
ん
抗
体
価
検
査
結
果
判
定
前
）
の
夫

及
び
同
居
家
族　

■
助
成
額　

市
指
定
医
療

機
関
で
実
施
…
全
額　

市
外
の
医
療
機
関
で

実
施
…
償
還
払
い（
上
限
あ
り
）　

■申
対
象
②

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐
１
７
９
‐
４
４
５
ま

た
は
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
４
７

２
へ　

■他
HP

　
　
　
　
　

来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の
健

康
診
断
を
行
い
ま
す

　

各
日
午
後
に
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

８
月
中
旬
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

■対
令
和
２
年
４
月
２
日
〜
３
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予
定
者　

■問
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
５

9 月
９
日
○水
朝
暘
三
小
（
同
小
学
区
）

あ
つ
み
小
（
温
海
地
域
）

11
日
○金
斎
小
（
同
小
・
黄
金
小
学
区
）

16
日
○水
朝
暘
四
小
（
同
小
学
区
）

17
日
○木
豊
浦
小
（
同
小
学
区
）

18
日
○金
朝
暘
五
小
（
同
小
学
区
）

25
日
○金
あ
さ
ひ
小
（
朝
日
地
域
）

29
日
○火
櫛
引
西
小
（
櫛
引
地
域
）

30
日
○水
朝
暘
一
小
（
同
小
学
区
）

大
山
小（
同
小
・
湯
野
浜
小
・
西
郷
小
学
区
）

10月
１
日
○木
大
泉
小
（
同
小
・
上
郷
小
学
区
）

藤
島
小
（
藤
島
地
域
）

２
日
○金
朝
暘
六
小
（
同
小
学
区
）

７
日
○水
京
田
小
（
同
小
学
区
）

８
日
○木
朝
暘
二
小
（
同
小
学
区
）

９
日
○金
広
瀬
小
（
羽
黒
地
域
）

21
日
○水
に
こ
♥
ふ
る
（
未
受
診
者
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
現
況

の
方
は
検
査
結
果
、
対
象
③
の
方
は
母
子
健

康
手
帳
等
を
お
持
ち
の
上
、
健
康
課（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
　　　　　
35
‐
０
１
５
７
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
地
域
づ
く
り
推
進
課
へ　

■他
現
在
妊
娠
中

や
、
風
し
ん
感
染
歴
が
あ
る
な
ど

助
成
対
象
外
の
場
合
あ
り
。
市
HP

高
齢
者
に
長
寿
の
お
祝
い
を 

お
届
け
し
て
い
ま
す

■日
９
月
末
ま
で　

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳
の
方

（
米
寿
。
昭
和
14
年
生
ま
れ
）
…
市
か
ら
賀

詞
（
一
部
地
域
の
方
に
は
贈
呈
済
み
）　

満

１
０
０
歳
の
方
（
大
正
15
年
４
月
１
日
〜
昭

和
２
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
…
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
祝
状
と
記
念
品　

■問
本
所
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
課
☎
35
‐
１
２
７
４　

■他
県
知
事

か
ら
の
白
寿
の
方
へ
の
賀
詞
は
行
い
ま
せ
ん

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
藤
島
地
域
…
丸
山
春
男
（
豊
栄
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た
生
活

保
護
費
の
追
加
給
付

　

平
成
25
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
生
活
扶
助
基

準
等
の
改
定
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
決
に
お

い
て
違
法
性
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
国
の
方

針
に
基
づ
き
、
対
象
者
に
生
活
保
護
費
の
追

加
給
付
を
実
施
し
ま
す
。

■対
平
成
25
年
８
月
〜
令
和
８
年
３
月
に
生
活

保
護
を
受
給
し
て
い
た
世
帯　

■問
最
高
裁
判

決
を
踏
ま
え
た
保
護
費
の
追
加
給
付
相
談
セ

健
康
・
福
祉

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す

る
方
に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
期
間

内
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
26
‐
７
０
４
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地
域

づ
く
り
推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付　

■日
８
月
３
日
○月
〜
31
日
○月　

■他
７

日
○金
ま
で
は
同
セ
ン
タ
ー
で
の
受
付
を
午
後

７
時
30
分
ま
で
延
長

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年

所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
子
育
て
推
進
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
26
‐
０
１
７
６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地
域

づ
く
り
推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
間　

８
月
12
日
○水
〜
９
月
11
日
○金

固
定
資
産
所
有
者
死
亡
の
際
は 

納
税
義
務
者
変
更
の
手
続
き
を

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

相
続
人
な
ど
固
定
資
産
税
の
新
た
な
納
税
義

務
者
（
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
は
相

続
人
の
代
表
）
は
、
納
税
義
務
者

変
更
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
死
亡
に
伴
い
必
要
と
な
る
手
続
き

は
、
市
役
所
本
所
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
の

「
お
く
や
み
窓
口
」
で
案
内
し
て

い
ま
す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
８　

■他
市
HP

子
育
て
・
教
育

税
・
年
金

市
政
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８
月
８
日
は
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の

日
」

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
は
、８
月
に
「
甘
露
」「
白
山
」

な
ど
の
品
種
が
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

地
元
の
旬
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
６

家
族
・
職
場
・
地
域
全
体
で
声
を
掛
け
合
い 

農
作
業
中
の
熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

農
作
業
中
の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
が

増
え
て
い
ま
す
。
農
業
は
１
人
作
業
が
多
い

上
、
症
状
を
自
覚
し
に
く
い
た
め
、
重
篤
化

の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
め
ま
い
な
ど
熱
中

症
の
お
そ
れ
を
感
じ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
作

業
を
中
断
し
、
水
分
補
給
や
涼
し
い
場
所
へ

の
退
避
等
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
５　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
緊
急
情
報

は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
で
の
試
験

放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
等
と
間
違

え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■日
8
月
26
日
○水
午
前
11
時
頃　

■問
本
所
防
災

安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

火
山
に
対
す
る
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う 

８
月
26
日
は「
火
山
防
災
の
日
」

　

大
き
な
噴
石
や
火
砕
流
等
は
、
避
難
ま
で

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
令
和
８
年
度

は
月
額
1
万
７
、
９
２
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
る
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、

納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
年
額
に

加
算
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受

給
す
る
場
合
は
、
付
加
年
金
も
老
齢
基
礎
年

金
と
同
率
で
減
額
ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

■対
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金

基
金
の
加
入
者
を
除
く
）　

■問
鶴
岡
年
金
事

務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金
課

☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
地
域

づ
く
り
推
進
課
へ　

■他
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
で
の
申
請
も
可
能

市
ラ
イ
ン
で
道
路
や
公
園
施
設

の
損
傷
等
を
連
絡
で
き
ま
す

　

道
路
や
公
園
施
設
の
損
傷
な
ど
の
情
報
を
、

市
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
連
絡
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
路
面
の
陥
没
や
公

園
遊
具
の
破
損
な
ど
、
不
具
合
を
発
見
し
た

際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
利
用
に
は
、

本
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友
だ
ち
追
加
が
必
要
で
す
。

ま
だ
の
方
は
追
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１
４
０
３
ま
た
は
本

所
都
市
計
画
課
☎
35
‐
１
３
３
２

へ　

■他
市
HP

催し等の中止・延期など、情報が変更となる場合があります。各担当課
や主催者などへのお問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

生
活
・
そ
の
他

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■対
平
成
18
年
４
月
２
日
〜

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

■問
社
会
教
育

課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
６　

■他
対

象
者
に
は
11
月
中
に
案
内
状
を
発
送

あ
な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い 

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■対
次
の
①
②
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
15

年
以
上
の
経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に

従
事
し
て
い
る　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者

の
地
位
向
上
及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他

の
技
術
者
の
模
範
に
な
っ
て
い
る　

■申
８
月

31
日
○月
ま
で
推
薦
書
を
本
所
商
工

課
☎
35
‐
０
６
３
３
へ　

■他
市
HP

東
北
エ
プ
ソ
ン
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
か
も
す
い 

周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

夏
休
み
期
間
中
は
、
加
茂
水
族
館
及
び
周

辺
の
道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
同
館

HP
で
は
、
混
雑
予
想
を
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
計
画
的
な
来
館
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
開
館
時
間
や
当
日
の
混
雑
状
況
に

加
え
、
周
辺
道
路
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
も
確
認

で
き
ま
す
。
お
出
掛
け
前
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

な
お
、
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、
入
場
者
数
の

調
整
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

周
辺
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
支

え
る
道
路
の
混
雑
緩
和
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
観
光
物
産
課
☎
35
‐
１
３
０
１　

■他

海
岸
沿
い
の
道
路
は
一
部
通
行
止
め
の
た
め
、

水
族
館
か
ら
由
良
方
面
へ
は
通
り

抜
け
が
で
き
ま
せ
ん

の
時
間
的
猶
予
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
命
に
直

結
す
る
危
険
な
現
象
で
す
。
登
山
な
ど
の
際

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２

０
４防

災
へ
の
意
識
を
高
め
、災
害
に
備
え
る 

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

　

も
し
も
の
と
き
に
備
え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
避
難
場
所
、
避
難
す
る
際
の
非
常
用
持

ち
出
し
品
、
家
族
と
の
連
絡
方
法
に
つ
い
て

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

令
和
９
年
度
補
助
事
業
要
望
受
付
中
！ 

鳥
獣
被
害
対
策
に
支
援
し
ま
す　

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止
の
た

め
、
農
業
者
や
営
農
組
織
、
生
産
組
合
、
猟

友
会
等
を
対
象
に
次
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

▽
電
気
柵
の
購
入
費
用　

▽
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
活
動
経

費　

▽
防
鳥
ネ
ッ
ト
・
侵
入
防
止
柵
の
購
入

費
用　

▽
狩
猟
免
許
・
銃
所
持
許
可
の
取
得

費
用　

▽
大
型
獣
類
を
対
象
と
し
た
射
撃
技

能
講
習
会
で
使
用
す
る
弾
薬
の
購
入
費
用

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ　

■他
各

事
業
上
限
あ
り
。
来
年
度
の
事
業
実
施
に
向

け
て
の
要
望
等
は
９
月
30
日
○水
ま

で
受
け
付
け
。
市
HP

令
和
９
年 
鶴
岡
市
二
十
歳
を
祝
う
会

■日
来
年
１
月
10
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘


